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サウジアラビア王国の国厳(緑地に白)

土庁の文字はイスラム教の聖典(コラｰン)

の中の有名なことばr神は唯一無二モハメッ

トは神の使者なリ｣である.

サウジアラ

～建国

｢アラｰアクバル(神は偉人なり)ラｰインラｰ

イラハｰインラｰアラｰ(神は唯一無二)･…｣

払暁の空を真紅に染めて陽が昇る頃突如静寂を破

って砂漠をわたる朗々たる祈りの声.はるか征る聖

都メッカに向い大地にひれ伏してわれを忘れ神に

祈る人々の姿には何者にも犯されない気高さと美し

さがある.そして焼けつくようなサウジアラビ

ア王国の一目カミはじまる.果てしなくひろがる砂漠

焼けただれたよう荏肌もあらわな出兵そこには疲れ

果てた身を横たうべき緑蔭は在い､そしてじりじり

と生きる物死に絶えたもののすべてを焼きつくすかと

おもわれる太陽の直射光の下で乾ききったのどをうる

おす水も乏しく時には死の恐怖におののきながら来

る目も来る目も辛いそして苦しい調査が進められてい

った.サウジアラビア.多くの人はこの地に思

をはせる時｢世界の地の果てそして人間の住むべき

所ではない｣という.しかしいかに苛酷なことが待

ちうけていようとも死の恐怖にとらわれようともそ

こでなされなければならないことは多い.

サウジアラビア.そこは果たして｢世界の地

の果て｣であろうか?

1年半の間この国の奥地できびしい自然条件にさ

いなまれながら資源開発のために挺身した者の目に映

じたこの国の現状をお知らせしよう.

サウジアラビア王国へ

羽田からレバノンの首都ベイルｰトまでは西まわ

りのジェット便でおよそ19時間を要する.昭和38年

9月26目午前11時30分私たちをのせたエｰノレフランス

の大型ジェット機ははげしく身をゆすりながら南へ

向って雨上りの青空の中へ吸いこまれていった.自

然美にいだかれた故国に別れ灼熱の砂漠の国へ向うか

と思うとついセンチになる.

飛行機の都合でホンコンで休養した私たちは日本を

ビア王国紀行

の歴史～

小村幸二郎

はなれて3目目にホンコンからバンコックヘ向った.

ホンコンを出発した機は間もなく南支那海の西はじを

かすめてやがてベトナムの上空にさしかかる.最近

とかく問題の多いところだけにベトナムのたたずまい

には興味をもっていたがどうしたことか快晴の海上

とはうって変ってその上空は厚い雨雲におおわれてい

た.そして間もなく機は不気咲にゆれだした.ま

るでベトナムの現状を訴えてでもいるかのように…

ホンコンを出てからおよそ2時間後に雨雲のさけ目

からきれいにせいりされた水田地帯か見えその後約25

分でハンコック空港に着いた.

29日夜10時30分そぼ降る雨にうるむハンコックの町

の灯に別れを惜しみながら空港へ向う.午前1時20

分シャカノレタからきた飛行機に乗り込む頃には大粒

の雨がたたきつけるように降りだしやがて機は大き

くゆれ在がら雨雲の中を急上昇する.ハンコックの

灯はまったく見えず.離陸後間もなく厚い雨雲をつ

きぬけて10000mの飛行高度に出る.窓外を見ると

今まではげしい雨の中を泳ぐようにしてきたことがまる

でうそのように夜空にきらめく庸国の星がしばし夢

幻の世界にいざなってくれる.外気の温度一30.C

風速7mのアナウンスが信じられないほど機内はねむ

げをよもおすほどよい暖かさと静けさである.

カラチ空港で50分間休んだ後テヘランヘ向う.東の

空が白み広漠たる大地カミ次第に浮き彫りにされてくる

につれて地質や根性がむくむくと頭をもたげ目は窓

からはなれない.イラン高原に横たわるさまざまの地

質構造に胸をおどらせノレｰト砂漠の特異在地形に嘆声

をあげなカミら時のたつのを忘れる.そして後目のた

めにと連続的にカメラのシャッタｰを押した.

カメラ歴の割合いに古い私はこれらの撮影に絶対の

自信をもってシャッタｰを押したのだが後目罫像され

たこのフィノレムはほとんど物の形をとどめてはいなかっ

た.そしてやりくりさんだんしてやっと買った安カメ

ラによって遠い異国にきてまで私は薄給にあえぐ貧

乏科学者の身であることを思いしらされてしまった.

テヘランの東方に広がるカビｰル砂漠を越える頃突�
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第1図旅行経路図

然右手前方に富士山にそっくりの山が現われその頂

上近くには数条の雪渓カミ見えた.テヘランとカスピ海

との間に横たわるエルブｰノレズ山脈の秀峯ラマベンド山

(5604m)である.やがて眼下に砂漠を真一文字に

突走る道路や一かたまりづつの村落が見え機は間もな

く大きく旋回して高原の町テヘランヘ著いた.抜

けるように青い生ひんやりとした澄みきった早朝の空

気が砂漠の中にいることをしぱし忘れさせる.

漆

､ズ

砂x一

洋
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○揃測地

暮!

10月1目午前8時テヘランに別れを告げてベイルｰ

トヘ向う.果てし注い砂漠と荒々しい山そして所々

に見える真青の湖の色が目にしみる.チグリスユｰ

フラテス川に沿って広カミるメソポタミアの豊携地帯やバ

グダッドのたたずまいに栄枯盛衰の歴史をしのびけん

らんたる古代文化を想いシリアの首都ダマスカスの上

空にかかる頃には機は降下態勢に入る.そしてレバ

ノン山脈をすれすれの高さで越えたとたんに地中海の青

さがパｰッと眼にとびこみ間もなくレバノンの首都ベ

イノレｰトに着く.ベイルｰトで一泊してすっかり元気

を取りもどした私たちは10月2日夜サウジアラビア

航空のボｰイングに乗り中近東のパリと呼ばれる華や

かなベイルｰトに別れを告げた.上空から見たベィノレ

ｰトの町の灯は夜空をいろどる大粒の星か真珠の輝き

にも似て私たち～こ感動と心の安らぎを与えてくれた.

しかしそれもつかの間ふたたびレバノン山脈を越えた

ボｰイングは漆黒の闇の中を南へ南へと向う.シリ

ア砂漠をわたりネフュｰド砂漠を過ぎベイルｰトを出

てからおよそ1時間50分機内で見るアラビア人の顔や

服装に目をうばわれはじめて闘くアラビア語の会話に

耳をうばわれている申に目ざすジェッダ市の灯が見え

ぐんぐん迫ってくる.

ジェッダ空港着10

月2目午後11時30分.

もう夜更けだという

のにこの暑さはどう

したことだろう.

機内から1歩外へ出

たとたんにむ一つ

とする異様荏熱気で

全身汗びっしょりに

なりこれから1年

半の問無事にすごせ

るだろうかと不安が

胸をかすめた.

そして未知の国き

びしい自然条件の下での生活カミはじまったわけである.

位蟹交通

サウジアラビア王国と聞いて｢どこにあるのですか

?｣とたずねる人か意外に多いのでまずその所在地と

交通路についてかんたんに述べておこう.

アジア大陸の西端部に近くいわゆる中東と呼ばれて

いる地域の西端部に雪国ではくワラグツのよう柱形を

して突出している巨大な半島がある.これがアラビ

ア半島でその東側はアラビア(ペルシャ)湾をへだて

てイランに相対し商はアラビア海にのぞみ西は紅海

とアデン湾をへだててアフリカ大陸のアラブ連合スｰ

ダンエチオピアソマリアの諸国に相対しており北

の方はイラクやヨノレダ1ノにつづいている(第2図).

この半島は日本国土のおよそ7倍にあたる2,600,

O00km2ほどの面積をもちアラビア海に面する半島南

端部の幅は約1800k㎜南北方向に約2300kmの長さを

もっている.この半島にはいくつかの国や中立地帯カミ

あるがそれらの中で一番大きい国がサウジアラビア

(サウド家のアラビア)王国でその国土は日本国土

のおよそ4.3倍もあり北緯16.30'から32,151東経

34,341から57｡にわたってひろがっている.

日本からこの国の玄関にあたるジエッダヘ行くには

次のよう桂いくつかの経路がある.

①東京→ベイルｰトｰ乗換え→ジェッダ

②東京→カラチｰ乗換え→ジェッダ

③東京→クエｰトｰ乗換え→ジェッダ

④東京→ダバランｰ乗換完→ジェッダ

⑤東京→テヘランｰ乗換え→バグダッドｰ乗換え→ジェッダ

⑥東京→パリｰ乗換え→ジエヅダ'

⑦東京→ジェッダ(貨物船)

⑧東京→カフジ(タンカ一)�
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これらの中では⑪の経路がもっとも便利である.念

のために私たちがたどった経路を第1図に示す.

アラビア.数々の歌にうたわれ物語に書かれたこ

こは功なかった私たちの小さな胸に夢と希望を与え

未知への冒険心をはぐくんでくれたところでもある.

美しい自然の中に生きてきた日本人には魔法の国砂

漠の国石油の国耐えカミたい過去の因習にしばられた

国としかうっらないこの国は今でこそ文明のおよばぬ

国となってはいるがかっては世界文化の指導的役割

を果たし世界史上を飾る大イスラム(サラセン)帝国

の立役者でもあった.それ在のにこの衰退ぶりはどう

したことだろう.現在の姿それは過去の生んだ以外

の何ものでもない.

この国の現状をよりよく理解するためにアラビア半

島にサウジアラビアの砂漠の中にどのような歴史の

流れが秘められているかをかいつまんで述べてみたv･.

ジヤｰヒリア

アラビアの歴史は大きくみてイスラム教発生以前

とそれ以後とに区別される.そしてイスラム教が発生

するまでの時代をふつうジヤｰヒリァ(無明時代)

と呼ぶ.ジャｰヒリァという言葉は宇の通り無知

無明を意味するがそのほかに宗教的暗黒時代をも意味

している.この頃イエメンを中心とするアラビア半

島南部には華やかな文化が栄えていたカミ中央部や北部

の砂漠地帯(第3図)では遊牧民(ベドウィン)カミ羊や

らくだを飼って細々と生活を営んでいるにすぎなかっ

た.そして宗教面ではいわゆる偶像崇拝が支配してい

た.ところカミ半島中央部や北部の非文化地帯に住む

ベドウィンはきびしい自然条件の下で人間がなしう

る最高の順応性をもって平等の権利と義務を保有して

集団生活を営んでいた.文明の恩恵に浴しとかく著

修におちいりやすい生活環境に生きていた半島南部の住

､ソマリア

第2図中東諸国の略図

民に比べればこれら非文化地域に生書ぬかなければな

らない住民の生活はわれわれの想像もおよばないほど

苦しくそしてせつなかったことだろう.しかしここ

でわれわれが見のがすことができないのは文明の世に

生きるわれわれカミ現在のぞんでいる生活条件･環境が当

時しごくあたりまえのこととして非文化地域に存在し

ていた事実である.そしてこの生活様式とそこに生

きる人々のカが後に大イスラム(サラセン)帝国建

設の大き荏源泉となったのである.

苦しさの中から生まれた一つの理想の社会それは

いわず語らずの中に築きあげられた生活の知恵の結集

でもあろう.高度の文化に恵まれた現在の世の集団の

中に生きるわれわれが真に求めるものの一つはやはり

平等の権利と義務をもつ納得のいく生活ではなかろう

か.目まぐるしい現実の中にがんじがらめにしぱら

れたがつくりと肩を落したかぼそい自分の姿を見つ

める時自然の中にたくましく生きぬいてきた昔の人た

ちのそうした生活に郷愁めいたものすら感じるこの頃で

ある.

モハメッドの出現とイスラム教の勃興

無明時代それは文明時代への胎動の時代でもあろう.

そしてイスラム教の創設者であるモノ･メットの出現に

よってアラビア半島の情勢は一変した.

モハメッドは紀元571年メッカの名門クライシ族

に生れた.父アブダラｰはモノ･メヅドの出生前に死に

母アｰミナは彼が6才の時に死んだ.そしてその後は

伯父アブｰ･タｰリブによって育てられたが12才の時

には伯父の隊商に加わってシリァヘ旅した.17才の時

メディナの商家に働くようになった彼は女主人を助け

て懸命に働き商用で度々中東諸国へ旅した.偶像

崇拝を心のよりどころとしていた当時のアラブの宗教に

多くの疑問を抱きつづけていた彼は度々の旅行を通じ

泌

第3図アラビア半島の砂漠略図�
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第4図1リアル(邦貨80円)札に同』制された｢光明のlll｣

てキリスト教やユダヤ教校との一神教を研究した結果

すべてのことは唯一の神の支配によって起こると信ずる

ようになった.25才の時見込まれて女主人と結婚し

たが彼がイスラム教の創設者としてまたアラブ

の精神的指導者として名声を博するようになり得たの

は夫人の献身的内助の功があったからだといわれてい

る.

一神教に深い造詣を得た彼は神は1唯一無二であるこ

とを信じて天の啓示を授かるべくメッカヘおもむき

近郊にある｢光明の山｣(第4図)の断崖にうがたれた

｢ヒラの洞窟｣にこもって祈りに入った.そして紀元

610年に天の啓示を受けここに神の使徒としてのモハ

メッドが誕生したわけである.日夜洞窟に坐し精神

的苦痛とたたかいながら祈る彼の姿はかってキリスト

がジェリコの町の背後にそびゆる｢試練の山(40Hの

山)｣(第5図)の頂で祈りつづけた時の姿をほうふつさ

せる.

悩み苦しみそしてきびしい試練の果てに神の使徒と

なリ得たモハメッドではあったがいつの世にもパイオ

ニアが苦難の道をたどらなければならない宿命は彼の

場合にも例外ではなく天命に強く生きようとする彼を

誹諺と迫害の渦の中に追いやってしまった.そのため

にモハメッドは紀元622年7月16目灘をさけるた

めにメッカを脱出し妻の待つメヂィナヘのがれたわけ

である.これがイスラム教史上有名在ヘジラ(聖

遷)でこの目がイスラム暦の紀元元年にな･･ている.

その後はモハメッドの努力と妻や親族の強い援助によ

ってイスラム教は次第にひろがり現在では3億人

以上の信徒をもつ世界三大宗教の一つにまで発展した

のであるがその驚異的発展の真の原因は何であろうか.

イスラム教徒でない私にはもちろんわかろうはずがない.

しかしイスラム教が不毛の地に興リ次第に他の不

毛の地にひろがっていった事実(第6図)をみればき

びしい自然条件の下に生きていかなければならない宿命

を負っている人たちがその心のよりどころを｢すべ

てのものは唯一の神の思召しによる｣と説くイスラム教

に求めるのは自然の成行であろうと考えられる.

モハメッドはメデ.イナヘ帰ってからも身に迫るは

げしい迫害のために寸刻の安らぎすら得ることができ

なかった.そしてその迫害に対するイスラム教徒の

戦い宣教の戦いが随所に繰りひろげられアラブは

部族対部族の戦いに加えてイスラム教徒対非イスラム

教徒の戦いに明け暮れに至ったわけである､

イスラム南国の盛衰

モハメッドの出現とイスラム教の勃興によって暗黒時

代より眼ざめたアラブはやがてイスラム教の下に結集

して生きるにはあまリにも苛酷な自然条件の下をのが

れて楽園を求めるべくその進出のホコ先を東方へ北

方へそして西方へと向けた.その進攻の速さはまさ

に疾風天を巻く感であったがその進攻にしたがった者

たちの精神的支えとなったのは｢天国は前方に地獄は

後方にあり｣という信条であった.

メッカヘの巡礼を終えて､メディナに帰ったモノ･メソド

は神の思召しによって間もなく波乱に満ちた61年

諭
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第6図

イスラム教徒分布

概念図(中近東挿

入図からf乍成)

の生涯を静かにとじた.I紀元632年のことである.

そしてその翌年アラビア半島に完全に根をおろした

アラブの軍勢はそのホコ先を北方へ向けた.ところが

その前にはシリアのビザンチン帝国とイラクのサｰサン

帝国とカミ大きく立ちはだかっていた.しかしツキは

あくまでもアラブ軍にまわった.というのは約3世紀

にわたって斗争していた両帝国はアラブ軍が進攻を計

っている頃には疲労の極に達し国民は重税と労働

に耐えかねて戦いの終結を強く望んでいたからであ

る.そしてその虚をついたアラブ軍はたいした犠

牲もはらわずに640年にはビザンチン帝国を642年に

はサｰサン帝国をその軍門に降した.この征服と相前

後して638年にはイェノレサレムが641年にはエジプトが

アラブ軍勢の手におちた.

アラブ軍の進出を機に中東地域の情勢は大ゆれにゆ

れ朝に興っては夕べに亡びうたかたの夢と消えた王

朝は数知れずその多くはアラブ軍勢の前におちて8

世紀の前半ここに大イスラム帝国の出現をみるに至っ

たのである.当時の領土は東はインドシナ北部北

は中央アジア酉はアフリカ大陸の北部からイベリア半

島におよび一時期ではあったがヨｰロッパではピレネ

ｰ山脈を越えてフランス南部にまでおよびかって権勢

をほしいままにしたロｰマ帝国の領有地の2倍にも達し

た(第7図).しかしrおごる者久しからず｣のたとえ

にもれず権勢をほこったこの帝国はアラブの宿命的

内部対立と被征服者の抵抗とによって11世紀頃から一

路衰亡の道をたどるに至ったのである.そして1203

年に大蒙古帝国をうちたてたジンギスカンの中近東侵略

がその衰退に拍車をかけ灼熱の砂漠に起こづた栄光へ

の進出はふたたび書びしい砂漠の奥深くぽとじこめら

れることになった山

ジンギスカンの軍勢ク)侵略途上における被征服地の住

民に対する仕打ちはわれわれの想像もおよばぬほど

惨虐をきわめた｡そしてその仕打ちの跡はバビロン

の栄華に酔い幾世はもわたって栄えて蓄たバグダッド

が当時の痛等から完全紀は立直れず今は砂漠の中ヴ)

さぴれた町と化していることからもうかがい知られる､

世界史上に傑出したアラブ軍勢の大征服それは栄光

への脱出ではあったろうがその興亡の歴史をひもとい

てみれぱこの征服が祖国にもたらしたものはあまりに

も少狂かった.欲望が野望に変った時そしてその野

望が現実にみのりいかに栄華をきわめようともその終

局におとずれるものは破滅以外の何ものでも恋い.い

たずらに肩をはった身分不相床の野望と侵略の果てにお

とずれる破局それは過去にも未来にもそして現

在においてものがれることのできない人の世の淀であ

ろう.

アフリカ州

ジンギスカンの死後

1227年アジアの大平原に侵略ののろしを高々とあげ

たジンギスカンが死に1299年世界史上に悪名高いウ

スマントノレコ帝国が興ってまたたく中に中東一帯を席捲

したがこの帝国も1893年に亡びた.

ウスマントノレコ帝国の末期に近い1869年に紅海と地中

海とを緒ぶスエズ運河が開通しアジアとヨｰロッパと

の交流に一大革命をもたらした.そしてこれを機とし

て西欧の経済発展の目標が中東におかれ1400年にド

イツがバグダッド鉄道敷設権を獲得したのにはじまり

それからは中東一帯に西欧の手がのびた.ドィッがイ

ラクに手をのばしてから4年の後1904年目露戦争が

勃発したがこの頃の中東情勢は当時のアジアの一部

の状勢に相通ずる点が少な

くなかった.その後1914

年に第1次世界大戦が起こ

り次いで第2次世界大戦

が起こり1948年にはユダ

ヤ人の国イスラエル共和国

とアラブとの聞にパレスチ

ナ戦争が起こった.

イスラエノレ共和国の成立

に対するアラブの反感とユ

第7図

イスラム(サラセン)帝国領有地略図(8世紀中頃)�
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連合共和国との対立に発展したが故ケネディ大統領の

仲介が功を奏しこの争いも一店終止符カ童打たれた.

しかし革命政権の基礎かじ｡ゆうぶんでは淀いのでアラ

ブ連合軍の完全引揚げには至らず現在在お両派の間に

は対立が続いている.

第8図エルサレムθ)市内をとおるヨルダンとイスラエルの国境(ア

ムバサダホテル0)屋上から)遠路より下方がヨルダン側上方がイス

ラエル側算真中央右手の家はパレスチナ戦争当時に破壊されたまま

になつ､J､､る

タヤ人に対するアラブの憎しみはわれわれの想像以上に

根強く現在なおイスラエル共和国とアラブ諸国との

間にははげしい対立がつづいている.イェノレサレムの

町の中を通る国境線沿いには今もなお当時の戦火の

跡が生々しく残り(第8図)トｰチカにあけられた銃眼

は冷い.それにしても鉄条網の蔭に咲く花の赤さは

どうしたことだろう.まるで血を吸って咲き狂ったよ幼い時から戦乱の巷に身をゆだねなけれぱならなかっ

うな赤い花それは美しいというよりはむしろ冷酷さをた彼は10才の時リヤｰドに近いハイｰルの町にあっ

感じさせる.20世紀の後半に入って間もない1952年てネジドの王になろうと野心をもやしていたムノ･ンムド

カイロに暴動が起こりエジプトのクrデタｰが成功しイブンラシｰドの攻撃の手をのがれて父と共に目

だ.そして翌1953年にエジプトは共和制を宣言し翌射病や発狂と死の待つ白熱の大砂漠ノレファノレノ･リ

年ナセルカミ首相に就任し1958年にアラブ連合共和国が(虚無の世界)に難を避けたのである.いかなるキャ

成立した.ラバンも立入ろうとはしないこの砂漠は幼いアブドル

ユ962年9月｢世界でもっとも神秘な独立国｣といわアジｰズにすら容赦はしなかった.時カミたつにつれ

れているイエメンにおいてアブドラｰサラル大佐の率できびしい自然条件にうちひしがれた身体は生気を失

いる革新派がクｰデタｰに成功しイエメンアラブ共和いラシｰドの追跡の目をのがれるための精神的苦痛と

国の成立を宣言したが王制を支持する王統派と革命派恐怖に死が一歩一歩近づいてくる.そうした苦しい

との対立は続いた.旅をつづけていたある目父アブドルラハマンは死カミ

目前に迫ったことを知って息子と3人の従者を呼び寄

そして同派の争いはサウジアラビア王国とアラブせ｢死への祈りを謂完よう｣といった･しかしその

第9図サウド家の系図サウド時アブドルアジｰズはすっくと立

上ってr私たちはここでほ死なな

!ムハンマド(ワハフ王国建設者){1766〕

い.私は大きくなってアラビ

;アブドルアジｰズ{1803〕アフタラｰ

アラ≠ラｰ､1343〕,トルキ佛､次ワハブ王国麟賭〕〔､｡､､)アを支配するのだ｣と強くV'い切っ

夫サ州1州た.

ファイサル(1864〕ジルiイ

ハｰリッドミシャiリｰ一アブダラｰ

アブダラ･酷熱の砂漠のきびしさにさいなま

アブドルラハマンい｡｡｡〕ムハンマドサ州1榊〕アプダラｰ(1･1〕1

サウドれな林ら死を目前にした少年の叫

ファハドアブダラ.ムハンマド①7ブドルアジｰズ･イブン･サ州11刺びそれは生への執着というよ

りはむしろ気高い希望へのひたむき

サウ歩アラビア建国の歴史

大イスラム帝国に代って興ったウスマントルコ帝国の

支配は16世紀には東はペノレシャ湾から西はアフリカ

大陸の北酉部に位置するモロッコ国境にまでおよんだ.

そしてアラブはウスマントノレコ帝国600年の圧政の下

に過去の輝かしい栄光を忘れ放心状態で息をしてい

たわけである.しかしアラブはいつまでもねむって

はいなかった.16世紀に入ってヨｰロッバの勢力が侵

入してくるにおよんでアラブは目ざめ偉大だった

過去の栄光を認識しそしてその目ざめは次第に民族運

動へと発展していった.

そうした頃1880年ユ1月部族斗争に明け暮れていた

アラビア半島の中央部リヤｰドに1人の予言者と数多

くの王をもつ家系(第9図)にアブドルアジｰズイ

ブンサウドがアブドノレラノ･マンの3男として生れた.

②'③

トルキ(1919〕ハｰリドサウドフ7イザルアプダラｰハｰレド

幌更〕

ムハンマド

フアハトタラｰル�
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な斗志の現われであったろう.そしてその翌日少年

のあくなき斗志がもたらしたかこの5人はクエｰト

の首長がさし向けた騎馬隊によって奇跡的に救出された

のである.この奇跡的救出が生も死も幸も不幸も神

の思召しと信じて疑わないイスラム教徒の由緒ある家系

に生まれたアブドルアジｰズに精神的たくましさと希

望への躍動を強くうえっけることになった.

サウド家の再興をめざして辛苦の努力を続けていたア

ブドノレアジｰズは雌伏10年忠誠を誓う30名の部下を

率いてラシｰドの部隊が守るリヤｰド城に奇襲攻撃を

かけついにこれを陥しいれることに成功した.時に

1902年1月15目午前11時彼が22才の時であった.そ

して奇しくもこの時刻に2代目の王となったサウド

カミクエｰトで生れたのである.その成功の陰にあった

ものは彼とその部下の言語に絶するたゆまざる努力と

遠くクエｰトの地で留守を守り夫の無事を祈りそし

て大成を信じて疑わなかった若き妻の涙ぐましい努力で

あった.

奇襲攻撃にすべてをかけたアブドノレアジｰズはそれ

を成功させるためにはまずラシｰドにアブドノレアジｰ

ズが死んだと信じこませるのが最上策だと考え誓を共

にする精鋭を引連れてかつて父と共に追われてさまよ

った無限の大砂漠ルブアノレハリヘふたたび足をふみ

入れたのである.一すじの煙わずかの足跡が発見の

手がかりとなる砂漠での放浪は目的達成にはやる彼ら

を苦痛と失意のどん底にたたき落し死よりも苦しい試

練を与えずにはおかなかった.しかし若い主アブド

ルアジｰズに忠誠を誓う精鋭はよくその苦痛に耐え

ついにリヤｰド城奪回の夢を実現させたのである.

ラシｰドのやり方に批判的であったリヤｰドの住民は

たくましくそして慈愛に満ちたネジドの王アブドノレアジ

ｰズの入城を迎えて狂喜乱舞した.そしてアブドノレ

アジｰズはこれを機にサウド家の悲願ともいうべき

アラビア統一の夢の実現に大きく第一歩をふみ出した

わけである.

それから後ラシｰドの反撃アブドルアジｰズの反

撃が繰り返されたが部族としても家系や王朝の繁栄な

どからみてもサウド家に対抗できるのは聖地メッカの

守護職であったイブンギタダの直系にあたりモノ･メ

ツドの流れをくむノ･シム家だけであった.そしてサウ

ド家(アブドルアジｰズ)一とハシム家(フセイン)との

対立は第1次大戦を通じてアラビアの立場そしてそれ

ぞれの立場に重要な影響を与えることになったがここ

でアブドノレアジｰズが選んだ道はやカミて彼をより早

く希望の塔へ導くことになった由

世界史上に忘れることのできない藏それは欧州諸国

にとってはまさに運命の冒であった｡且91毎年轟月2胃

ポｰランドとベルギｰの平原に突如として立昇った世

界第一次大戦の炎は凄たたく申に東地中海沿岸に燃

えひろがりアラビア統一を嘗ざすアブドルアジ軸ズの

若き血を湧き立たせた吉

その戦いの進展を冷静に屍つめていたアブドルアジｰ

ズの目はフセインとイギリス軍の動きに注意深くそ

そがれていた､ダｰダネルス海峡の戦いに破れペノレ

シャのクテシフォンの廃壊に打破られた英軍の降伏は

中近東におけるイギリスの威信を失う結果を招いた､

そしてその失墜挽回を計ったイギリスはシナイ半島

を陥しパレスチナからイ皿ルサレムそしてシリアのグ

マスカスヘの進攻をもくろんだがこの作戦はイギリス

軍壊滅の危機をはらんでいた.というのはこの頃

アラビア半島の北部ヘジャｰズ地方にはトノレコ軍カミ駐留

しておりこの進撃を側面からトノレコ軍にっかれる

おそれが多分にあったからである.イギリス軍とトノレ

コ軍との激突それはアラビア半島からのトノレコ軍の撤

退とアラビア統一を目ざすアブドルアジｰズの偉業の早

期達成の要素を含む大関心事であった.そしてこの瞬

間を砂漠の豹アブドルアジｰズは手ぐすねひいて待構え

ていた.千載一遇の好機その時のアブドルアジｰズ

とその忠実な部下の｢わが事成れり｣と狂喜乱舞する姿

カミ目に浮かぶ.

ところが｢好事魔多し｣のたとえにもれずここに

思いがけない事件が起こりアブドノレアジｰズは深い苦

悩の淵に身を投じなければならなくなった.その事件

とは1916年11月6目フセインがヘジャｰズの独立

を宣言しイギリスと同盟をむすんだことである.そ

してこの同盟はイギリスにとってはダマスカス進攻の

ための大きな助力を得たことになりフセインにとって

はイギリスのカを利用してアラビアの統治者に在るため.

に大きく役立ちそうに思われた.

いつの世にも人間の虚栄と欲望はふとした一つの

きっかけでみにくい姿をさらけ出すものらしい.か

ってはアラブを裏切ってトルコに身を売りこんどはト

ノレコを裏切ってイギリスに寝返ったフセインのやり方は

アブドルアジｰズを驚天させ彼を憤激させるにじゅう

ぶんすぎた.フセインを転心にふみきらせたものはフ

セインの虚栄心をたくみについた一通の書簡とrイギリ

スにつけば自分は保護され傷つけられることはない

だろう｣という彼自身のおもわくだった.その書簡�
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策10図散アブドルアソｰズイプ!サウド王

には｢戦争終結後にペノレシャから紋海そして地中海に

わたる大アラブ連邦を創設してフセインをその元首にす

る｣という意味のことが書いてあったそうである.

イギリスとフセインの同盟はアブドノレアジｰズのヘジ

ャｰズ攻撃を挫折させてしまった.そしてフセインは

3人の息子たちの援助でトルコ軍をヘジャｰズから追

出しにかかったがトノレコ軍の反撃はすさまじくフセ

インの旗色は次第に悪くなっていった.そこでイギリ

スはフセインを援助するためにジェッダやヤンボｰ

の港に武器弾薬を輸送するとともに有能な将校を派遣し

た.その将校の中の一人が後に有名になったT.

E.ロｰレンス大尉である.

同盟を緒すんだもののあまり頼りになら校いフセイン

を抱えたイギリスがトルコをたたく最良の策それはネ

ジドの王アブドルアジｰズを対トルコ戦にフセインの軍

隊と共に立上らせることであった.そのためにイギ

リスは2人の使節をアブドノレアジｰズの元に派遣して

アブドノレアジｰズにフセインと共に戦うことを提言

した.しかし聡明でかつ幼少の頃から戦乱の中を生き

ぬいて戦のあり方を身につけていたアブドノレアジｰズは

2人の使節にイギリスがフセインを援助したことがあ

やまりであることを理路整然と指摘しもしイギリスの

フセインに対する援助がなくなったらフセイン'は即刻自

分の前に降伏せざるをえないと断言した.そしてこの

交渉は不成功に終ったのである.

この接渉において2人の使節がアブドノレアジｰズから

得たものはrイギリスがフセインに賭けたのは最大の失

敗だった｣という確信以外の何ものでも在かった.

アブドルアジｰズを支持しようと主張したインド局の

フイノレビｰ少佐の卓見を押えてフセイン支特を主張し

たアラブ局のロｰレンスの誤まったしかも強引な意見

を採用したイギリスがその後に得たものは何であった

ろうか.それはここに述べるまでも荏く1953年風香

る5月オｰトバイ事故(自殺?)でハンドノレに胸を貫

かれ142時間もの間生死の境をさまよいつつ死んでい

ったロｰレンスの非痛な表情を満面にたたえた死顔に

よって示されているようである.

その後イギリスと不和になったフセインは1924年に

イスラム教徒の最高指導者は自分であると宣言したカミ

このことは全アラブの非難の的となりひいてはアブ

ドノレアジｰズの軍勢の前にアラビア半島からのがれて

いか桂けれぱならたい結果を招いた.そしてっいに

名門ハシム家のアラビア半島中央部における権勢はもろ

くも崩れ去ったのである.

その後も各地でアラビア統一のための戦いが行たわれ

た.そしてヘジャｰズネジドアシｰルハサの

4地域を完全に制圧したアブドルアジｰズイブンサ

ウド王(第10図)統率の下に遂にサウジアラビア王

国が誕生したのである.時に今を去る33年前1932年

のことであった.これから後のサウジアラビア王国

の歴史は国民の福祉と近代国家建設への情熱を慎むけ

た王の努力による新興独立国の堅実な発展の歴史とい

えよう.

半世紀余をアラビア統一に捧げた砂漠の豹アブドノレア

ジｰズは1953年11月9目午前9時40分メッカに近い

タイフの王宮で狭心症の発作に倒れ永遠の旅路につ

いた一そして満身に43の刀･槍の傷跡をとどめた砂漠

の豹アラビアの心臓の遺体はリヤｰドの南にある

ごくふつうの墓場に葬られた.貧しい人の墓と狂らん

で立つ名もなき小さな一つの白い墓石それは愛するジ

ャウハラ妃と先立った息子と共に安らぎそして平和に

語らう王のはじめてのいこいの場であることをわずかに

示している.

灼熱の大砂漠ルブアルハリの真只中に碑吟する若き王

の前に現われた神のことば一秋ことってはすべてカミ

障害さえもカミ手段にすぎ狂い一を終生肝に銘じて生

きぬいた王死してなお貧しき氏とともにありたいと願

った王の姿には現代に生きるわれわれか教えられる

ことが多い.王位はアブドルアジｰズから3男のサ

ウド(第11図)に継がれそして1964年11月2目サウ

ド王の弟ファイサル皇太子に受け継がれた.どちらか�
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といえば戦場に生きた父や兄にくらべて戦場にも生

きそして西欧の学問をも身につけた文武両道の人ファイ

サル王(第12図)の今後の生き方は世界の耳目を集め

爆発の危機をはらんでいるといわれる中近東にあっても

真の独立国家の長としてサウジアラビア王国により

高度の成長をもたらすことだろう.

中近東を旅行していると古びた衣服を身にまとった

貧しいアラビア人の姿を見かけることカミ少なく狂い.

サル現ヨ三

ラブの貧困には確かにそうしたことにも原因がないとは

いいきれないだろう.しかしその底に流れるものは

何だろうか.もし｢先進講国のみにくい欲望達成のシ

ワヨセがアラブに貧しさを強いてきたのだ｣と見たらそ

れはヒガ目だろうか.近世史の中に書きとどめられた

中近東の動きの中にそうした思いを馳せるのはひとり

私だけでは恋かろう.

(錐者は鉱床部)

がっくりと肩をおとしてとぼと

ぼと歩くそうした人たちの姿の

中に過去の栄光を忘れさり

おのれをすてて強き者の意のま

まに細々と生きながらえなけれ

ばなら荏かったアラブの歴史が

にじみ出ているように思えるこ

とがある.私たちの目にとま

る新聞や雑誌の中には｢アラビ

アには乞食や貧乏人が多い.

それは指導者統治者の悪徳に

よる｣といった意味のことカミ時

折書かれているが中近東をよ

く知っている者から見ればそ

の記事がどの程度の事実にもと

づいて書かれたものか疑問視

されるものカミ少なくたい.ア

1新刊紹介1

｢探鉱ハンドブック｣

一あなたも探鉱ができます一

理学博士薗部龍一著

ラティス発行\1500

本書は第1編鉱業政策と専門用語の予備知識

の項で地下資源の特殊性と探査の重要性貿易の

自由化とその対処などを説きまた地質鉱床

探鉱採鉱関係にわけて広範囲にわたる専門用語

の解説を行匁っている､

つづいて篤2編として岩石のでかたと分け方

地質の年代と地層のわけ方地殻に働いている地

質作用鉱床のでかたそのわけ方鉱床探査の

うえで等カミかりと落る基本的放間題扱ど鉱床探

査ぽ必要恋地質鉱床学的基礎知識を述べつぎの

第3編では実際の鉱床探査ぽ必要扱土木関係

測量関係各種の探鉱法中小企業が開発しても

採算性の見込みのあるものなどの知識とその応

用に関する事項がのべられている.

第4編では鉱山評価鉱量計算品位とサンプ

リングなどの探鉱実務の知識および鉱業関係法規

の解説がなされ関係書類の書き方調査分析

鑑定などの依頼方法についても述べられている.

第5編には運搬関係事項製錬関係をのぞいた

であろう.

このハンドブックは発売と同時ぽ痔評σ)ため初版

売切れとな1)員下再版中で出版元では希望者は

直接下記へ予約されるよう望んでいる

東寮邦文京区音羽7の24

株式会歓ラティスTel(941)一2439�


